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プラズマ中に微粒子を入れると負に帯電し，クーロン力や重力等の力が釣り合う位置で浮遊す

る事実は良く知られている．本研究では低温プラズマ中に種々の微生物を導入し，それらが帯電

することでプラズマに浮遊する現象を対象としている．プラズマ中に浮遊した微生物を微粒子プ

ラズマとして取り扱うことが可能であれば，従来までに微粒子プラズマ分野で培われた様々な理

論・計測・制御技術が適用でき，「宇宙空間における微生物の挙動の模擬実験」「メタマテリアルと

しての応用」「細菌種同定法ならびに分離法の開発」「アクティヴマターの物理」等の幅広い応用

が期待される．現在までに，微生物を 13.56MHzの平行平板 RFプラズマ中に導入して実験を行っ

た結果，1 µm程度のサイズを持つ大腸菌 (E. coli)や肺炎桿菌 (Klebsiella pneumonia)がプラズマ

のシース端に浮遊することが確認された [1]．特に Klebsiella pneumoniaを用いた実験では，クー

ロン結晶のような準秩序構造が自発的に形成された [2]．

菌と既知のポリマーを同時に浮遊させて，その相対位置を観測した．また，浮遊微生物のパラ

メータ拡充を目的として，30 ∼ 50 µm程度のサイズを持つ花粉を用いて浮遊実験を試みた結果，花

粉もプラズマ中に浮遊することが確認された．30 µmの粒径を持つヒノキ花粉と既知のポリマー

であるジビニルベンゼン二種類 (2 µm，30 µm)を同時に浮遊させる実験を行った結果，ポリマー

がそれぞれ独立に層をなし，その間にヒノキ花粉が浮遊するという現象が観測された．この実験

事実から，既知のポリマーとの相対浮遊位置の情報が微生物種の同定に応用可能であると期待さ

れる.

微生物には球形でない物が多く存在し，そのような場合には形状による効果を考慮する必要が

ある．形状による効果に注目するため，糸状の微粒子やヘリカル形状の微粒子をプラズマ中に浮

かべ，その挙動を観察した，糸状微粒子は短いものは電場に沿って縦向きに浮遊するが，長いも

のはシースに沿うように横向きに浮遊する傾向が確認された．ヘリカル状の微粒子は電場に沿っ

て縦向きに浮遊し，方位角方向に回転する様子が観測された．

本講演では，これらの現象について詳しく述べるとともに，その応用可能性について議論する．
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